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中
央
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議

会
（
以
下
、
区
推
進
協
）
が
、
平
成
二

十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
、
中
央
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
十
一
階
大
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

区
社
協
事
務
所
よ
り
、
区
地
域
福
祉

計
画
の
推
進
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
計
画
推

進
に
向
け
て
実
践
さ
れ
て
い
る
項
目
、

②
計
画
に
合
致
し
て
い
な
い
が
、
関
連

し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
項
目
、
③
実
践

事
例
の
情
報
提
供
が
無
い
・
ま
た
は
未

実
施
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

続
い
て
、
区
高
齢
障
害
支
援
課
よ
り

（
仮
称
）
第
二
期
中
央
区
地
域
福
祉
計

画
素
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
回
会
議
の
場
に
お
い
て
頂
い
た

委
員
の
方
々
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
事

務
局
が
修
正
し
、
委
員
長
、
副
委
員
長

に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
十
月
三
十
日
の

市
民
説
明
会
を
開
催
し
た
。 

市
民
説
明
会
に
お
い
て
、
市
民
の
皆

様
か
ら
頂
い
た
意
見
を
基
に
、
最
終
的

に
修
正
し
た
変
更
点
に
つ
い
て
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。 

引
き
続
い
て
、
市
地
域
福
祉
課
よ
り

（
仮
称
）
第
二
期
千
葉
市
地
域
福
祉
計

画
素
案
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計
画
素
案
の
概
要
、
構
成
、
基
本
テ

ー
マ
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
等
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、（
仮
称
）
第
二
期
中
央
区

地
域
福
祉
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
手
続
き
の
実
施
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
三
月
三
日
、
中
央
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
十
一
階
大
会
議
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

区
高
齢
障
害
支
援
課
よ
り
、（
仮
称
）

第
二
期
中
央
区
地
域
福
祉
計
画
最
終
案

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
の
市
民

の
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
を
す
る
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
ご
意
見
が
な
か
っ
た
の

で
、
第
四
回
会
議
で
の
指
摘
事
項
等
を

踏
ま
え
て
、
検
討
し
た
も
の
が
今
回
最

終
案
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。 

本
日
の
委
員
の
方
の
意
見
を
基
に

し
て
、
最
終
版
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

続
い
て
、
次
年
度
の
区
推
進
協
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

当
協
議
会
設
置
要
綱
で
は
、
委
員
の

任
期
は
一
年
間
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

次
年
度
の
委
員
を
新
た
に
選
任
す
る
こ

と
と
な
り
、
改
め
て
事
務
局
よ
り
四
～

五
月
に
、
委
員
の
推
薦
を
お
願
い
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。 

平
成
二
十
二
年
度
第
四
回
中
央

区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 

 

第
五
回
中
央
区 

地
域
福
祉
計
画
推
進
協
議
会 



第２期中央区地域福祉計画 

   計画期間 平成２３年度～２６年度 

＜中央区としての重点（優先）項目＞ 

 具体的な取組み ３ 見守り体制をつくる 
 ・支援を必要とする人を日頃の付き合いの中で見守りながら、災害時に備える。 

  地域の中で、支援を必要とする人の意向を尊重しながら、見守り体制をつくり、日頃から安否確 

 認や声かけなどを行いながら、災害時に機能するようにする。 
 

＜各地区で選択する重点項目＞ 

 具体的な取組み ２ 地域ボランティアの拠点づくり 
 ・「こんなボランティアできます」と「こんなボランティアして欲しい。」といった地域住民の意向 

 をコーディネートする仕組みを地域でつくる。 

 
 具体的な取組み ５ すべての子どもを地域で育てる 
 ・近所の子どもと顔見知りになることで、子どもの安全のための見守りにも寄与する。 

 
 具体的な取組み ６ ウィークリーサロン 
 ・身近な所で、つどい、交流する場所と機会を拡充する。 
   
 具体的な取組み １１ 子育てサロンの充実 
 ・子育て中の親子の仲間づくりの場と機会を拡充する。 

 
 具体的な取組み １３ ドッキングプレイス 
 ・高齢者、障害者、児童、赤ちゃん連れの母親など、誰もが、朝から夕まで気軽に出入りでき、話 

 し合え、こころを育てる場となるようなサロン的な『ドッキングプレイス』を地域の拠点とし、世 

 代間交流や助け合える関係をつくる。 

  そこに行けば誰かが居て話し相手になってくれる、そのような場所。 

 
 具体的な取組み １６ 地域で福祉に関する講座、ボランティア講座等の受講機会を提供 
 ・身近な地域で福祉に関する講座等を開催し、地域の人に参加を呼びかけ、地域での福祉に関す関

心を高め、福祉活動に参加する人の掘り起こしをすすめ、福祉についての正しい知識を得る機会

を提供する。 

 
 具体的な取組み ２０ 福祉マップ、福祉情報誌 
 ・高齢者や障害者、子育て中の親や関係者等に役立つ、わかりやすい福祉マップを作成する。 

  地域のニーズや実態に即した必要な情報も取り入れ、役立つものを目指す。 

  さらに地域の福祉情報をもりこんだ福祉情報誌の発行も目指す。 

 
 具体的な取組み ２３ 地域での福祉教育 
 ・地域住民の介護力、福祉力の向上や福祉活動への理解と参加を促進する。 

 
 具体的な取組み ２５ 防犯安全運動の推進 
 ・まちの安全を脅かす各種犯罪から、住民や子どもたちを守るため、警察ともよく連携をとりなが 

 ら、住民の手で防犯安全運動を推進する。 
 

 



  

中央区地域福祉計画の活動紹介の掲載

は、今号では、千葉市社会福祉協議会末広

地区部会、松波地区部会の取組状況を紹介

します。 

 

 

社協末広地区部会 
 

４町会住民の懇親の集い開催 
 第２回社協末広地区部会「社協まつり」 

 

平成２２年１０月３０日（土）に末広公民館を

１日借切り、昨年に続き第２回社協末広地区部会

「社協まつり」が開催されました。当日は、４自

治会の自治会役員、民生委員・児童委員、老人ク

ラブ、こども会等 

の役員が協力して多彩な催しを企画し、２５０名

の住民が参加しました。 

催し事コーナーでは、県社協と市社協中央区事

務所関係の責任者参列の下実施した開会式の後、

健康体操、輪投げ、剣玉、千葉寺伝統太鼓、アコ

ーディオン伴奏による「みんなで歌おう・懐かし

のメロディー」、腹話術、千葉寺有志の「千葉笑

い」歌と踊り等が披露され高齢者、子供、お母さ

んが一緒になって楽しみました。 

 健康コーナーでは、柏戸病院婦長さんの体力測

定、健康相談や千葉市のあんしんケアセンター

「うらら」の保健師による介護予防と介護相談が

行われました。 

また、体験コーナーでは、使用済み切手整理体

験や牛乳パック利用カード入れを体験しました。

販売コーナーでは、カレーライスやジャガパイを

作って販売し 

ました。その他末広社協だよりの展示などを行い

まし 

た。一日中、地域住民が一堂に集まり、交流し意

義ある１日でした。 

 

 

社協松波地区部会 

 

「救急医療情報カード」 

 

本地区でも住民の高齢化が進み、これに伴い単

身世帯が増加しています。こうした中で万一の事

態発生に対する不安への懸念の声が聞かれる様に

なりました。 

このため独居の方だけでなく、家族の留守中で

も慌てず異常事態が発生した場合に適切に対応で

きればとの思いから当地区部会では、平成２１・

２２年度の県地域福祉フォーラム設置支援事業と

して、救急車の出動を要請する時等に利用する「救

急医療情報カード」事業を実施しました。 

全世帯に非常時に有用な「緊急連絡先・掛かり

付け医療機関、病歴、服用中の薬等」を記入する

用紙を配布しさらに記入後、冷蔵庫に保管して頂

く容器をお渡しし玄関には「救急医療情報カード」

が冷蔵庫に入っていることが分かる様にステッカ

ーを貼るものです。 

     

 「もしもの時」は、医療機関や関係する関係す

る方々が冷蔵庫の中のカードを参照して、適切な

対応を行えるようにするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防局には、松波地区には「救急医療情報カー

ド」を備えていることを報告してありますので、

ステッカーが貼ってあるのに気付いた救急隊員

は冷蔵庫の中の救急医療情報を活用することに

なっています。 

こうしたことで、本地区の住民の方が、より安

心に生活し、万一の場合には迅速に適切な措置が

受けられることを願っております。                              

 



～ 

活
動
行
事
予
定
コ
ー
ナ
ー
～ 

 
◎ 
社
協
星
久
喜
地
区
部
会 

 

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

四
月
、
五
月
、
六
月
、
七
月 

（
会
場 

星
久
喜
公
民
館
他
） 

 
 

 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン 

「
ト
ン
ト
ン
ル
ー
ム
」 

 

五
月
、
六
月
、
七
月
、
九
月
第 

 
 

 

一
水
曜
日 

 
 
 

（
会
場 

星
久
喜
公
民
館
） 

 

◎ 

社
協
白
旗
台
地
区
部
会 

 

・
ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン 

 

原
則
毎
月
第
一
・
三
月
曜
日 

（
祭
日
休
） 

 
 
 
 

（
会
場 

宮
崎
公
民
館
） 

  

◎ 

社
協
東
千
葉
地
区
部
会 

 

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

「
う
た
ご
え
喫
茶
」 

四
月
十
八
日
、
六
月
二
十
日
、 

 

八
月
十
五
日 

 

「
名
画
喫
茶
」 

 
 

五
月
十
六
日
、
七
月
十
八
日
、 

 
 

九
月
十
九
日 

 

「
菜
の
花
サ
ロ
ン
」 

 
 

五
月
十
一
日
、
六
月
八
日
、
七 

 
 

月
十
三
日
、
八
月
二
十
四
日
、 

 

 
 

九
月
十
四
日 

 

（
会
場 

東
千
葉
住
宅
地
集
会
所
） 

 

・
配
食
サ
ー
ビ
ス 

 

四
月
二
十
一
日
、
六
月
十
六
日 

 

（
会
場 

椿
森
公
民
館
） 

・
ふ
れ
あ
い
会
食
会 

 
五
月
十
七
日
、
七
月
五
日 

（
会
場 
東
千
葉
住
宅
地
集
会
所
） 

 

※
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

中
央
区
事
務
所 

 
 

電
話
（
二
二
一
）
二
一
七
七 

 

問
い
合
わ
せ
時
間
等 

月
～
金
曜
日
の
八
時
三
十
分
か
ら

一
七
時
三
十
分
ま
で 

 

 

 

 

 

              

 

 

 地域福祉計画推進協議会だよりは、町内自治会を通じて回覧します。 
 町内自治会に加入されていない集合住宅等については、お申し出いただければ管理組合代
表者等へ郵送いたします。（各戸への配布はいたしません。） 
 また、保健福祉センター、区役所、公民館、市民センター等でも閲覧できます。  
 ご希望の際は、下記までご連絡下さい。 
 【問い合わせ】 
中央区地域福祉計画推進協議会事務局 
電話：０４３－２２１－２１５０            

 

 

         お寄せください  

中央区地域福祉計画推進協議会では、 情報の発信を目
的として、地域福祉計画の実践例やイベントの情報を募集
しています。 
皆さんの地区での取り組みについて、ぜひ情報をお寄せ

下さい。 
推進協だよりに掲載させて頂くこともあります。 
事務局へお気軽にご連絡下さい。       

 



                  


